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１．概要

ＩＮＳ１５０００ボードに接続し、各ＣＨの使用状態、局・端末側の回線品質、Ｄｃｈ状態およ

びエラー詳細を液晶画面に表示します。

２．接続

ＩＮＳ１５００回線モニターからのケーブルコネクタをＩＮＳ１５００ボード背面の「ＬＣＤモニ

タ」コネクタに接続します。

ケーブル側コネクタの▲マーク位置を合わせて、両サイドのロックレバーがロックされる

位置まで押し込んでください。

●電源オン状態での接続も可能ですが、接続時はコネクタをまっすぐに合わせ、素早く

差し込んでください。 斜めになり一部のピンのみが接触した状態が１秒以上続くとＬＣ

Ｄが正しく初期化されない場合があります。 接続後１秒待っても正しい表示がされない

ときはコネクタを一旦外し、再度接続し直してください。

●外す時は、両サイドのレバーを摘んで先端のロックが開いた状態で引き抜いてくださ

い。

●ＩＮＳ１５００ボードのコネクタ右にコントラスト調整ボリュームがあり、時計方向に回すと

コントラストが強くなります。先の細いマイナスドライバーで見やすい位置に調整してくだ

さい。

●低い位置への設置で見にくい場合は、チルトレッグスタンドを起こし、視野角を調整し

てください。

液晶コントラスト調整ボリューム

チルトレッグスタンド

液晶画面

接続ケーブル

■ＩＮＳ１５００回線モニター
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３．画面説明

３-１．初期化画面
電源投入後、ＩＮＳ１５００ボードが初期

化中である事を表します。

初期化終了後（数秒）、「回線状態表示

画面」に移行します。

３-２．回線状態表示画面
初期化終了後、回線状態表示画面となり、

およびＤｃｈ検出状態を表示します。

３-２-１．ＣＨ別使用状態表示
１～２４ＣＨ別に、ＣＨの呼管理状態

：ＣＨは待機中（空き）であることを表し

：着信・発信における呼び中であること

＊ 自動応答動作時は上半分表示

：着信・発信における通話中であること

＊ 自動応答動作時は上半分表示

２４ＣＨ全て非表示 ： リンク（論理的な同

※ＣＨ番号はＰＣへ通知される番号です

よっては、実際に使用される回線Ｂｃｈ番

１２３４５６７８９10 Ｌ＝ＸＹＺｘ
０□□□□□□□□□□ □アキ ■シ

１□□□□□□□□□□
２□□□□ ＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭ

ヨビ ＡＢ

Ｍ１２

０□□

１□□

２□□

ＣＨ１～１０

ＣＨ１１～２０

ＣＨ２１～２４

Ｍ＝
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊ ＩＮＳ１５００ ＬＣＤモニタ ＊
＊システム テイシ！ Ｏｆｆ Ｌｉｎｅ＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ＣＨ別使用状態、局側/端末側の状態・品質

を表します。

ます。

を表します。

となります。

を表します。

となります。

期）が締結されていないことを表します。

。アプリケーション（着信保留/発信制御）に

号と対応しない場合もあります。

ＸＹＺ=局側状態・品質

ｘｙｚ=端末側状態・品質

□■ =CH 別使用状態

ＡＢＣＤ=8kHz 一致状態

ＭＭＭ・・=Ｄｃｈ状態

ｙｚ
ヨウ

ＭＭ

ＣＤ

３４５６７８９10

□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□

動作モードがスルーモニタの時表示されます。
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３-２-２．回線状態・品質表示
局線側・端末側の回線電気的状態（レイヤ１）、受信レベルおよびＣＲＣエラーを表示

します。

Ｌ＝ＸＹＺｘｙｚ ： ＸＹＺは局側、ｘｙｚは端末側 の状態を表します。

項目
文字
数字

正
常

説 明（主な原因）

０ 信号が全く受信できない
・（回線が接続されていない）
・（接続ピン番号間違い）

・（相手機器の電源オフ）

１ ＡＩＳ受信
・ＤＳＵ、或いはＮＴＴ局からＤＳＵの間でトラブル発生した

事を表します。

２ 同期検出できない
・（連続的な外乱ノイズがある）
・（相手機器が動作できる状況にない）

３ ＲＡＩ受信
・ＩＮＳ１５００ボードの送信が相手に届いていない。（局また

は端末側接続ピン番号間違い。送信側未接続）

・相手は準備中

Ｘ
ｘ

回線電気的
状態

(レイヤ１)

４ ○ 正常動作中

０
～
６

Ｙ
ｙ

受信レベル

７

～
(Ｆ)

○
受信減衰量を表示します。
「０」は減衰無しを表し、理想状態です。
ケーブル長が長くなるにつれ減衰は大きくなり、「５」程度

迄であればケーブル長的には問題ありません。
「７」は（SW1,2=0 出荷時設定）の時の許容最大減衰状態で
すので、注意してください。 ケーブル長を短くする等の対

策が必要です。
SW1,2 の設定によってはＡ～Ｆまでの表示になることが

有ります。（A=10、B=11､C=12,D=13,E=14､F=15 と解釈）

０ ○

１
～

８

単位時間当りの受信エラー状態
「０」はエラー無しを表し、稼動後しばらくの間モニタし、ず
っと０のままなら問題ありません。

表示は約１．５秒毎に値は更新されます。
ケーブルの抜き差しや相手機器の電源入り切り時に値が
増えるのは正常です。また外的なノイズ要因が発生したと

きに瞬間１以上になる程度までは許容範囲です。

－ ＣＲＣ非対応の疑いあり
エラー過多の判断をしている状態ですが、相手機器が品

質チェック機能を持ってない可能性があります。そのよ
うな相手機器で他に問題なければ、「－」表示でも運用
可能です。

Ｚ
z

CRC ｴﾗｰ
(受信品質)

Ｘ 非同期状態
回線電気的状態（レイヤ１）が３未満で、受信品質チェ
ックできる段階でない事を表します。
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３-２-３．８ｋＨｚ一致状態
８ｋＨｚ同期クロックの状態を表示（ＡＢＣＤ）します。

Ａ ： 設定状態 Ｋ＝局マスタ Ｔ＝端末マスタ

Ｂ ： 局とＩＮＳ１５００ボード間の 8kHz 一致状態

Ｃ ： 端末とＩＮＳ１５００ボード間の 8kHz 一致状態

Ｄ ： 局と端末間の 8kHz 一致状態

●ＢＣＤの表示状態

‘？’＝判定中（最大１０分）

‘Ｏ’＝１０分経過時点で一致と判定（継続して不一致検出）

‘Ｘ’＝８ｋＨｚ不一致検出（保持）

‘－’＝同期非成立のため判定対象外

※ＢＣＤ全て‘○’で正常状態。

３-２-４．Ｄｃｈ状態表示
主に、Ｄｃｈ共用のときの本機のＤｃｈ認識状態を表し、Ｄｃｈ共用に対するＮＴＴとの契

約状態と実際の回線状態において矛盾が無いかをチェックするのに使用します。但し、

呼数が１（２）回線を越える状況になら無いと最終的な判断には至りません。

注意：Ｄｃｈ共用に関する回線上に流れる情報は、実際に１（２）回線容量以上の呼が流

れないと得られませんので、設置時の動作試験は少なくとも２４（４８）ＣＨ以上の

呼（着でも発でも良い）を発生させてください。

※表示は、下位層がＯＫならば、順次、上位層の表示に移って行きます。

階層：下位①②③上位

①レイヤ１：電気的な状態で最下位層

表示ＬＹ１キョク？？タンマツ？？ ？？＝ＮＧまたはＯＫ

端末の仕様によって異なりますが、対向相手（局は端末、端末は局）側も正

常でないとＯＫになりません。この場合（対向相手がＮＧの為にＮＧになって

いる時）は回線品質表示の第１桁は３になります。

●回線品質表示の第１桁が３以下はＮＧ、４はＯＫの状態に対応します。

●ＩＮＳ１５００ボード前面パネルのＬＥＤ１（局），２（端末）が緑の状態が

ＯＫに対応します。

●局、端末ともＯＫのときは次の②レイヤ２表示に変わります。
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②レイヤ２：基本的な通信構造の成立

表示ＬＹ２キョク？？タンマツ？？ ？？＝ＮＧまたはＯＫ

局、端末ともＯＫのとき、或いは Dch 共用でもう一方の回線でＬＹ２＝ＯＫの

ときは、次の「③Ｄch 共用に関する状態表示」に変わります。

一時的にＮＧになることは有りますが、継続的にＬＹ２がＮＧ状態になる場合

は、以下の状態が考えられます。

●ＩＮＳ１５００ボード前面パネルのＬＥＤ３が青点灯し、ＬＹ２が継続的に

ＮＧになるときは局と端末がＤｃｈ共用に関して適合していない。

●現在、呼の要求が発生していない。

※この場合は電話を使用すればＯＫになります。

●端末機器が準備状態に留まっていて、稼動できる状態になっていない。

●通信状態が劣悪あるいは、機器（本機、端末、ＤＳＵ）の部分的故障が発生。

一度、回線を外し、数秒後に再接続する。或いは機器のリセットをする事に

より復旧する場合もあります。

③Ｄch共用に関する状態：通信内容

この表示とＩＮＳ１５００ボード前面パネルのＬＥＤ３は対応関係が有ります

のでＬＥＤ３の状態も示します。

1 または２回線（２３／４７ＣＨ）以上の通話負荷が掛かるまでは経過途中に

留まります。

状態
番号

表 示 LED3 説 明

１ Ｄｃｈナシ 消灯／青 状態６への経過途中／継続的な場

合、局と端末がＤch 共用に関して

適合していない可能性があります。

２ Ｄｃｈアリ 青 状態４，５への経過途中

３ ＯＫ：Ｄｃｈタンドク 青 ２３Ｂ＋Ｄ回線で正常動作

４ ケイコク：Ｄｃｈタンドク 青点滅 共に２３Ｂ＋Ｄ回線がＤch 共用ケー

ブル接続されている状態です。

正常動作はしていますが、Ｄｃｈ共

用ケーブルを外してください。

５ ＯＫ：Ｄｃｈアリ－キョウヨウ 青 ２３Ｂ＋Ｄ回線で正常動作

６ ＯＫ：Ｄｃｈナシ－キョウヨウ 消灯 ２４Ｂ回線で正常動作



３-３．エラー表示

ない

を通

＊オ

なり

ｴﾗ
番

１

２

３

４

ｎ
Ａ
Ｓ

エラーｎ Ｌ＝ＸＹＺｘｙｚ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
6

回線の（契約）状態とＩＮＳ１５００ボードの動作環境に矛

場合、エラー表示します。

エラー表示となった場合、回線はオフライン米１状態とな

知します。 このときＩＮＳ１５００ボードのＬＥＤ４は赤点

フライン：ＣＴＩアダプター電源オフ時と同じ状態で、局（ＤＳＵ

、ＣＴＩアダプターは回線と切離されます。

ｰ
号

表 示

Ｄｃｈキョウヨウ カイセン ナノニ

カイセンカン ケーブル ミセツゾク

Dch 共

ド間の

ていま

Ｄｃｈキョウヨウ カイセン ナノニ

アイテ カイセン ニモ Ｄｃｈアリ

Dch 共

ケーブ

が存在

３カイセン イジョウ ニ ワタル

Ｄｃｈキョウヨウ ヲ ケンシュツ

３回線以

した。

「ニンイチャンネル チャクシン」ケイヤク

デス。アプリ タイオウ デキズ。

回線は

ってい

Ｄｃｈ保
＝エラー番号
＝エラー内容
＝現在状態
盾が生じ、システムを継続でき

り、ＰＣに対しては回線未接続

滅となります。

）と端末が直接接続された状態に

説 明

用回線と認識されたのに、ボー

Ｄch 共用ケーブルが接続され

せん。

用回線と認識されたのに、共用

ル接続された相手側にもＤｃｈ

（２３Ｂ＋Ｄ）しています。

上に渡るＤｃｈ共用を検出しま

任意チャンネル着信契約にな

ます。このアプリケーション（着

留モード）は対応出来ません。
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４．仕 様

表 示 器 ２０文字×４行キャラクタ表示ＬＣＤ（バックライト付）

接 続 専用ケーブルにてＩＮＳ１５００ボードと接続

電 源 ＩＮＳ１５００ボードより供給

動作環境 温度 ０～４０℃ 湿度 １０～８０％（非結露）

外形寸法 １２８（ｗ）×８４（ｄ）×６７（ｈ） ＊ゴム足含む

チルトレッグスタンド使用時は、高さ９３mm となります。

重 量 約０．４ｋｇ

■本取扱説明書には「Ｄｃｈ共用」に関する記載がありますが、Ｄｃｈ共用

は旧ＩＮＳ１５００ボード[ＷＢＤ６３９]のみ対応します。

現行の[ＷＢＤ６５９]は対応しておりませんのでご注意願います。

ＩＮＳ１５００回線モニターＷＭＮ－６４４
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